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現在日本に約30万人いるとされる視覚

障害者は、他の障害をもつ方に比べ外出
頻度が少ない傾向にある。そこで、視覚
障害者誘導用ブロック下に埋設されたIC
タグより地図情報を読み取り、目的地まで
の経路をナビゲーションする外出支援ロ
ボットを開発する。本研究では、視覚障害
者が普段外出時に携帯する白杖に搭載
する、力覚提示インターフェースを開発し
た。視覚障害者を被験者として開発したイ
ンターフェースを用いて前後左右の4方向
を指示した結果、正答率が95%以上という

結果が得られた。
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